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国内におけるダニ媒介感染症
疾患 病原体 年間発生数

ツツガムシ病 Orientia tsutsugamushi (リケッチア) 400-500 件

日本紅斑熱 Rickettsia japonica (リケッチア) 300 件

重症熱性血小板減少症
候群ウイルス (SFTS)

SFTSウイルス(ウイルス) 100 件

ライム病 Borrelia garinii/B. afzelii (細菌) 10-20 件

回帰熱 B. miyamotoi (細菌) 5-10 件

Yezoウイルス熱 Yezoウイルス (ウイルス) 5 件以下

ダニ媒介脳炎 (TBE) TBE ウイルス (ウイルス) 5 件以下

Q熱 Coxiella burnetii (リケッチア) 5 件以下

野兎病 Francisella tularensis (細菌) 5 件以下

アナプラズマ症 Anaplasma phagocytophilum
(リケッチア)

5 件以下

Ozウイルス感染症 Ozウイルス（ウイルス） 1件



重症熱性血小板減少症候群ウイルス（SFTSV） クリミア・コンゴ出血熱ウイルス（CCHFV）

ウイルス Buyavirales, Phenuiviridae, Banyangvirus Bunyavirales, Nairoviridae, Orthonairovirus

分布 中国、日本、韓国、ベトナム、台湾 アフリカ、アジア、東欧、南欧

ベクター マダニ（主にHaemaphysalis属) マダニ（主にHyalomma属）

感受性宿
主

ほぼすべての哺乳動物
多くが不顕性感染（ネコ・イヌ・チーター発症）

ほぼすべての哺乳動物
多くが不顕性感染

感染経路 ダニの吸血
患者や発症動物の体液・血液の曝露、発症動
物による咬傷

ダニの吸血
患者や動物の体液・血液の曝露

主な感染者 西日本の高齢者
獣医療関係者、医療関係者、患者家族、発症
動物飼育者

動物飼育者、食肉処理場関係者、医療従事者、
患者家族

症状 潜伏期6-14日
発熱、消化器症状、神経症状、リンパ節腫脹、
出血症状、死

潜伏期2-5日
突然の高熱、頭痛、嘔吐
重度の出血、多臓器不全、死

致死率およ
び発症率

致死率27%
発症率（不明）

致死率5-40%
発症率20%

感染症法 4類感染症 1類感染症

BSL BSL3 BSL4

マダニ媒介性SFTSは危険！
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SFTS患者の臨床症状

感染症発生動向調査より



SFTS拡大中、東進中



SFTS患者（2023年7月31日現在）
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SFTS患者（2023年7月31日現在）
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重症熱性血小板減少症候群(SFTS)診療の手引き（監修 加藤康幸）

ヒト-ヒト感染



(2023年6月30日現在)

ネコ イヌ
長野県 0 1

石川県 0 1

静岡県 12 2

三重県 9 0

滋賀県 2 1

京都府 17 1

大阪府 1 0

兵庫県 16 5

和歌山県 13 1

岡山県 33 1

広島県 74 2

鳥取県 2 2

島根県 5 0

山口県 34 3

徳島県 23 1

香川県 6 0

愛媛県 39 4

高知県 20 1

福岡県 26 2

佐賀県 34 2

長崎県 139 1

熊本県 16 0

大分県 25 9

宮崎県 63 4

鹿児島県 111 1

不明 1 0

総数 721 45

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業

愛玩動物由来人獣共通感染症に対する検査及び情報共有体制の構築

別に、富山県から2頭のSFTSV発症犬の報告
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(2023年6月30日現在)

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業

愛玩動物由来人獣共通感染症に対する検査及び情報共有体制の構築
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ネコ イヌ

元気・食欲低下 100% 100%

発熱 (39℃以上) 73.2% 92%

白血球数減少 83.6% 83%

血小板数減少 99.2% 100%

黄疸 96% 0%

総ビリルビン上昇 94.4% 50%

CRP上昇 No data 100%

死亡率 66% 40%

臨床症状



Case 1 Case 2

年齢 2 years 8 month

性別 ♀ ♀

品種 雑種 雑種

飼育 室外 室内・室外両方

SFTS + +

妊娠ステージ 後期 後期

流産 (Day16) 死産 (Day18)

母ネコ 回復 回復

まだまだ未知な感染症！死流産



地区ごとの抗SFTSV抗体陽性数

https://www.city.hamamatsu.shizu
oka.jp/shise/gyoseku/index.html

西区 中区
天竜
区

東区 南区
浜北
区

北区 不明 総計

検査数 63 107 18 50 30 36 123 2 429

陽性数 0 0 0 0 0 0 4 0 4

陽性率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.25% 0.0% 0.9%

浜松市での調査

浜松市獣医師会との共同研究

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/shise/gyoseku/index.html


SFTS ネコ-ヒト感染事例 経過

Kirino Y, Ishijima K, Miura M, Nomachi T, Mazimpaka E, Sudaryatma PE, Yamanaka A, Maeda K, Sugimoto T, Saito A, Mekata H, Okabayashi T. 
Seroprevalence of Severe Fever with Thrombocytopenia Syndrome Virus in Small-Animal Veterinarians and Nurses in the Japanese Prefecture with the 
Highest Case Load. Viruses. 2021 Feb 2;13(2):229. doi: 10.3390/v13020229. PMID: 33540629; PMCID: PMC7912989.



2017年6月 SFTS発症犬と同居→飼い主SFTS発症後、回復

2018年8月 SFTS発症猫の診療→獣医師、看護師SFTS発症

2018年10月SFTS発症猫を3匹診断→獣医師発症後回復

2018年10月SFTS発症猫→飼い主SFTS発症後、死亡

2019年5月 SFTS発症猫による咬傷→飼い主SFTS発症後回復

2019年8月 SFTS発症猫→飼い主SFTS発症

2019年11月SFTS発症猫→獣医師発症後、回復

2020年3月 SFTS発症猫→飼い主発症後、回復

2020年6月 SFTS発症猫→獣医師発症、回復

2021年2月 SFTS疑い猫→獣医師発症、回復

2021年2月 SFTS発症猫→獣医師発症、回復

2021年6月 SFTS発症猫→獣医師発症、回復

動物からヒトへの感染例



動物から獣医療従事者への感染届出症例



狩猟者はマダニ媒介感染症にハイリスク



重症熱性血小板減少症候群(SFTS)診療の手引き（監修 加藤康幸）

個人防護具の装着の重要性



重症熱性血小板減少症候群(SFTS)
診療の手引き（監修 加藤康幸）

SFTS感染のリスク分類と処理方法



獣医療関係者への徹底！



Yuan Y, Lu QB, Yao WS, Zhao J, Zhang XA, Cui N, Yuan C, Yang T, Peng XF, Lv SM, Li JC, Song YB, Zhang DN, Fang LQ, Wang HQ, Li H, Liu W. Clinical 
efficacy and safety evaluation of favipiravir in treating patients with severe fever with thrombocytopenia syndrome. EBioMedicine. 2021 Oct;72:103591. 
doi: 10.1016/j.ebiom.2021.103591. Epub 2021 Sep 23. PMID: 34563924; PMCID: PMC8479638.

ファビピラビルは有効



高濃度製品の流通

国立感染症研究所昆虫医科学部の資料



年月 発生 ベク
ター

動物種

2012年12月 重症熱性血小板減少症候群の国
内発生

ダニ 野生動物、伴侶動物、生
産動物

2014年8月 69年ぶりデング熱の東京での流行 蚊 野生霊長類（森林型）

2016年7月 23年ぶりダニ媒介脳炎の発生 ダニ 野生げっ歯類、野生動物

2019年5月 Yezoウイルス感染による患者発生 ダニ 不明（野生動物？）

2019年11月 Bウイルスの国内初発生 マカク属の飼育サル、野
生ザル

2020年1月 新型コロナウイルスの国内発生 コウモリ
猫、犬、ミンク、シカなど

2020年5月 14年ぶり狂犬病の輸入症例 犬・野生動物など

2022年7月 Mpox（サル痘）患者の国内発生 げっ歯類

2023年6月 Ozウイルス感染による死亡例 ダニ(?) 野生動物（?）

最近10年間で国内発生した動物由来感染症



Mpoxを考える

年 発生国 患者数

1970-1992 コンゴ民主共和国 391

ガボン 8

中央アフリカ共和国 6

リベリア 4

ナイジェリア 3

カメルーン 3

コートジボアール 2

シエラレオネ 1

1996-1997 コンゴ民主共和国 511

2003 アメリカ 71

これまで（アフリカ）Clade I
Clade IIa

National Geographic 
「地球の悲鳴」
人と動物を襲う感染症
より

2003年4月米国テキサス州
ガーナから輸入されたMpoxに感染したげっ歯類
輸入動物は動物販売業者でプレーリードッグと
接し、その後ペットとして販売されたプレーリー
ドッグを介して47例のヒト症例
死亡例なし
ヒトーヒト感染なし

日本
アフリカヤマネ17匹が2003年5月8日に日本へ
輸入
アフリカヤマネは全頭が死亡もしくはMpoxウイ
ルス検査陰性



Mpoxの主な症状
➢発熱、頭痛、リンパ節腫脹、
筋肉痛などが1～5日間

➢その後発疹が出現
➢発疹は典型的には顔面から
始まり、体幹部へと拡大

➢初期は平坦であるが、水疱、
膿疱化し痂皮化した後、発症
から2～4週間で治癒

➢口腔、陰部の粘膜、結膜や
角膜にも発疹

➢リンパ節腫脹を呈する頻度
が高い

➢致命率は0～11%
➢特に小児において高い傾向



国内でのMpox発生状況‐1

IDWR 2022年第42号＜注目すべき感染症＞梅毒



国内でのMpox発生状況‐2
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天然痘ワクチンに対する免疫が低下

Nguyen PY, Ajisegiri WS, Costantino V, Chughtai AA, MacIntyre CR. Reemergence of Human 
Monkeypox and Declining Population Immunity in the Context of Urbanization, Nigeria, 2017-2020. 
Emerg Infect Dis. 2021 Apr;27(4):1007–14. doi: 10.3201/eid2704.203569. PMID: 33756100; PMCID: 
PMC8007331.



Mpoxと他のオルソポックスウイルス感染症
天然痘 ワクシニア Mpox 牛痘

感染経路 人から人への感染経
路は主に呼吸器系

最近天然痘ワクチンを接
種した人の接種病巣の
液または痂皮に触れるこ
とで感染

人獣共通感染症の
後、感染性呼吸器分
泌物または感染性
皮膚病変との直接
接触

感染した動物に接触
することで感染する。
人から人への感染
はない

発生地 自然発生（風土病）の
天然痘が最後に確認
されたのは1977年

インドの牛・水牛の飼育
者、ブラジル南部・コロン
ビアの酪農家

西アフリカおよび中
央アフリカの熱帯雨
林地域

ヨーロッパおよび
コーカサス

潜伏期 8-9 2-4 5-17 2-4

発熱 発疹の前 発疹の後 発疹の前 発疹の後

倦怠感 有 有 有 有

頭痛 無 有 有 有

リンパ節腫脹 無 有 有 有

発疹 遠心性播種性皮疹；手
のひらや足の裏にしば
しば病変が見られる。

接触感染により、手、顔、
首などに局所的に病変
が生じることが多い

遠心性播種性皮疹；
手のひらや足の裏に
しばしば病変が見ら
れる

接触感染により、手、
顔、首などに局所的
に病変が生じること
が多い

発疹の特徴 病変は深在性で深く、境界が鮮明で、しばしば中心部に臍を持つ。病変は、黄斑→丘疹→小水
疱→膿疱→痂皮と、2～4週間かけてゆっくりと進行します。



次は？

牛痘ウイルス

ワクシニアウイルス



One 
Health

ヒト

環境動物

国内でも様々な

動物由来感染症が発生

↓

世界規模では数えきれない

感染症が発生

環境を保全し、

動物の健康を守る

世界規模で！

世界中の人々が、

すべての立場で！

One Healthアプローチの実践
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